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(No.452) 第1話 屋外のタバコ 

－屋外のタバコは広範囲に広がります... 

 新しい年、２０１６年（平成２８年）が始まりました。年末年始を含ん

だ冬休み中に、過ぎ去った年の反省と新しい年に向けた目標などを考えて

みましたか。皆さんにとっては、これから始まる３学期は一年を締めくく

る時期なので、進級や卒業に向けてしっかり学業に取り組んで下さい。  

さて、大みそかやお正月は家族や友達と出かける機会が多かったと思いま

す。大勢の人が集まる場所はたいてい禁煙となっているのですが、タバコ

のニオイがする事はなかったでしょうか。案外、建物内よりも屋外でタバ

コのニオイを感じることは多くありませんか。閉め切られた室内は禁煙が

あたり前になってきている反面、解放された屋外は自由に吸っていい場所

のように思われているからでしょうね。  

 (No.453) 第2話 火災原因 

－「火の用心」は「タバコに用心」... 

 タバコを吸うためには火をつけなければいけません。そして、吸い終わ

れば必ずその火を消さなければいけません。でも火がついたままのタバコ

が放置されればどうなるでしょう。その場所に燃えやすいものがあれば火

災に発展する事は簡単に想像できます。  

下の図は総務省消防庁が発表した平成２６年度の火災の発生原因別のグラ

フです。全国で１年間に発生した約４万３千件の火災のうち、左から多い

順に並んでいますが、なんと「タバコ」が原因の火災は４０００件を超え

２番目に多く、全体の約１０％を占めています。  

  さらに、左のグラフを見てください。住宅火災で１００６人が亡くなっ

ていますが、そのうちタバコのせいで命を落とした人が１６１人もいるの

です。  

(No.454) 第3話 タバコの税収 

－健康を犠牲にして２兆円以上も納税されている事... 

 現在、日本では１箱（２０本入り）４３０円で売られているタバコがほ

とんどです。そして、その４３０円のうち２７６．７３円が税金だと言う

ことを知っているでしょうか。タバコ自体の価格は１５３．２７円なのに

税金の方がはるかに高いですよね。その税率は６４．４％にもなり消費税

の８％に比べると、べらぼうに高いのです。こんなに高い税率なのに、平

成２６年度は年間１７９３億本iも売れたそうです。いくら高くてもニコチ

ン依存症の人々にとっては、タバコを吸わずにいられないので買い求めて

しまうわけです。  

 そして、喫煙者は毎日必ず何本も吸うので、タバコは年間を通じて安定

して売れます。そんなタバコに税金がかけられるようになったのは、今か

らざっと１５０年前の明治９年のことでした。  

 明治維新後、近代国家として歩み始めた日本の課題は、国家財源の確保

でした。その財源としてタバコ税の徴収が始まったわけです。国民がタバ

コを買うことで国の経済成長を助けてきた歴史がありました。  

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 
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